
九州森林研究　No. 70　2017. 3

101

Ⅰ．はじめに

　沖縄本島北部森林地域は亜熱帯島嶼特有の生態系を持ち，希少
な動植物が多く生息している。一方，この地域は沖縄県の民有林
の 60 %以上が集中する林業生産地域となっており，積極的な森
林施業が求められている。そのため，国立公園の指定や世界自然
遺産に向けた申請など森林生態系の維持を含めた総合的な環境の
維持・管理と資源の適正な利活用の両立が強く求められている。
　このような状況に対し，沖縄県森林資源研究センターは 2009
年から本森林地域に気象観測露場を設置し，この地域のベースと
なる気象環境のデータを集積している（新垣ほか，2016）。さら
に，様々な施業履歴を持つ森林を対象に，各種施業の影響や森林
の成長による林内気象環境変動の調査サイトを設定し，モニタリ
ングを継続している（清水ほか，2011）。この調査サイト設置時
に各サイトで林分調査を実施している。時間の経過と共に各試験
地では施業の影響や森林成長に加えて，台風等の自然インパクト
が発生しており，これらの影響を林分構造及び植生構成，被度分
布など包括的な森林構造の把握に基づいて検討する必要がある。
そこで，各森林サイトを対象に詳細な林分・植生・被度分布・樹
冠量などの地上植生に関する調査を実施している。本報では，こ
れまでに得られた結果から 7サイトについて基本的な林分構造と
植生割合の状況を報告する。

Ⅱ．調査地および方法

　2009 年に沖縄県国頭郡国頭村の森林地域において，施業方法
や施業年度の異なる森林に 12 か所の林内微気象観測サイトを設
置した。これらを対象に 2015 年から森林の現況調査を実施して

いる。この中で，本報で報告する調査地を図－ 1に示した。皆伐
施業が行われた森林を対象に，皆伐 5（平成 16 年施業），皆伐 10
（平成 11 年施業），皆伐 35（昭和 49 年施業），皆伐 39（昭和 45
施業）の各サイトを設定した。また，育生天然林施業が行われた
森林を対象に，育天 1（平成 20 年施業），育天 4（平成 17 年施
業），育天 10（平成 11 年施業）の各サイトを設定している。
　各調査サイトに 20 m× 20 mの調査プロットを設定し，林分・
植生・被度・樹冠量等の調査を実施した。各プロット内に存在す
る樹高 1 . 2 m 以上のすべての立木・植生を対象に，樹種，胸高
直径，樹高，枝下高，樹高階層別の被度，現存数量を記録した。
これらすべての測定要素に関する結果は，全調査対象サイトの調
査終了後，一括して取りまとめて改めて報告する予定である。し
たがって，本報では 7サイトについて前述のとおり基本的な林分
構造と樹種別本数割合（%）について取りまとめた。

Ⅲ．結果と考察

　対象とする 7サイトの DBH 3 cm 以上の樹種について，出現
樹種の本数割合を図－ 2から図－ 8に示した。また，平均DBH
（cm），平均樹高（m），立木本数（本 /ha），立木材積（m3 /
ha）などの基本的な林分情報については表－ 1に示した。
　皆伐 5はクヌギ造林地であるが，植栽されたクヌギの生育が不
良で侵入したススキが優位となり繁茂している。植栽木以外の木
本類（萌芽や実生）はススキに被圧され，今回の調査地の中で出
現樹種数 7種と最も少なかった。皆伐 10 はイジュ造林地であり，
その成長は良好であった。上層木はイジュとエゴノキ（萌芽と思
われる）が占めており，林冠を形成するまでに成長した。台風等
の自然インパクトによる影響は少なく，林冠は閉じ，林床はシダ
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類で覆われていた。皆伐 35 はリュウキュウマツ造林地であるが，
マツ枯れによりリュウキュウマツの立木本数が激減したサイトで
ある。しかしながら，萌芽更新によるイタジイ等の成長が旺盛で
あり，出現樹種数も多く，立木材積も 263 . 9 m 3 /ha と高い値を
示し，広葉樹林（針広混交）として回復が進んでいると考えられ
る。皆伐 39 はリュウキュウマツ造林地であり，林冠形成樹種は
リュウキュウマツ，中層にはイジュが生育していた。本サイトで
は，マツ枯れ防除のために薬剤散布を実施しており，リュウキュ
ウマツが被害を受けずに良好に生育したと考えられた。林床植生
は斜面中腹ではササ類が多く，谷部はシダ類で覆われていた。育
天 1および育天 4では，台風による上層木への被害が発生してい
た。サイト設定時の上層構成樹種はイタジイ，イスノキ等であっ

たが，台風の影響による梢端枯れや幹折れが多数みられた。育天
1では風が直撃しなかった谷部で上層木が保全されていたが，尾
根部では強風被害が大きく，林冠の密度を極端に減少させた。そ
のため，林床は 4 m強のササ類に覆われ，下層樹種を被圧して
更新を困難にしている。
  育天 4ではほぼ全面的に強風被害が発生し，林床は 4 m強のサ
サに覆われている。育天 10 は台風による攪乱が少なく（樹冠構
成木が根返りしたが，サイト境界であった），上層構成樹種のフ
カノキ，ヤマモモ，ヒサカキ等は順調に生育していた。下層はシ
ダ類が多く見られたが，木本類の実生や低木の生育も確認された。
調査地の中で立木材積が 281 . 9 m 3 /ha と最も高く，施業前の状
態に回復してさらに林分が成長していると考えられた。

表－1．　調査地毎の平均DBH，平均樹高，出現樹種数，立木本数，立木材積

プロット 平均DBH
（cm）

平均樹高
（m）

出現樹種数
（種）

立木本数
（本 /ha）

材積
（㎥ /ha）

育天1 8.3 6.0 22 5400 159.8
育天4 8.6 5.6 19 4975 160.1
育天10 9.5 6.6 25 4900 281.9
皆伐5 4.9 3.9 7 3800 22.7
皆伐10 9.8 7.5 18 3475 163.2
皆伐35 7.1 6.6 28 8575 263.9
皆伐39 13.0 9.4 13 1800 267.0

図－ 1．調査地位置図
図－ 2．皆伐 5の樹種本数割合

図－ 3．皆伐 10 の樹種本数割合 図－ 4．皆伐 35 の樹種本数割合 図－ 5．皆伐 39 の樹種本数割合

図－ 6．育天 1の樹種本数割合 図－ 7．育天 4の樹種本数割合 図－ 8．育天 10 の樹種本数割合
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Ⅳ．まとめ

　皆伐施業地では皆伐 10 のイジュ造林地のように順調に生育し
ている箇所がある一方で，皆伐 5のクヌギ造林地のようにススキ
に被圧される個所もあり，樹種の選定が重要であると思われた。
育生天然林施業地では，育天 1，4のように台風による攪乱を強
く受けた場合，林冠が破壊され，木本植生による森林環境への回
復が阻害されると考えられた。施業には地形，特に斜面方位を考
慮することが重要であると思われた。一方で，自然攪乱を受けな

ければ育天 10 のように順調な成長を期待できることが示唆され
た。
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